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○ 子育てや教育の現場での保護者や教職員の活用に資するため、インターネットに係るトラブル事例の予防
法等をまとめた「インターネットトラブル事例集」を2009年度より毎年更新・作成し公表。

〇 2022年３月31日に2022年版を公表。

「上手にネットと付き合おう！～安心・安全なインターネット利用ガイド～」（インターネットトラブル事例集） https://www.soumu.go.jp/use_the_internet_wisely/trouble/

インターネットトラブル事例集（2022年版）

インターネットトラブル事例集の作成・公表 1

① スマホやタブレットでも閲覧しやすく ② 授業等でご活用いただくための
教職員用参考資料

③ 事例をわかりやすく解説する動画
※近日中公開予定

https://www.soumu.go.jp/use_the_internet_wisely/trouble/


安心・安全なインターネット利用に関する啓発サイト

〇 2021年３月に安心・安全なインターネット利用に関する啓発を目的とした新たなサイト「上手にネットと
付き合おう！～安心・安全なインターネット利用ガイド～」を開設。

○ ①未就学児・未就学児の保護者、②青少年、③保護者・教職員、④シニアに向けたコンテンツを掲載。
全世代型の啓発サイトとしている。また、「SNS等の誹謗中傷」や「インターネット上の海賊版対策」と
いった「旬」のトピックを「特集」として掲載。

〇 イラスト等を用いて分かりやすく解説するとともに、パソコンだけでなくスマートフォンにも対応。

スマートフォンでも
閲覧しやすい画面
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全世代型の啓発

総務省以外の取組
も紹介

様々な動画
を紹介

旬の内容
を掲載

イラスト等を用いた
分かりやすい解説

2022年版に更新済



○ 2021年12月28日、「#NoHeartNoSNS（ハートがなけりゃSNSじゃない！）」をスローガンとするインターネット上
の誹謗中傷対策の一環として、人気キャラクター『秘密結社 鷹の爪』とコラボした「鷹の爪団の#NoHeartNoSNS
大作戦」特設サイトを開設。パソコンだけでなくスマートフォンにも対応。

〇 誰もが平和に暮らせる社会を作るため、世界征服を目指す悪の秘密結社「鷹の爪団」と、愛と平和に満ちた
安心・安全なSNSライフの伝道師「ハートきゅん」（オリジナルキャラクター）がコラボした全４話のアニメーション
動画、漫画、パンフレットデータ等を掲載。

「鷹の爪団の#NoHeartNoSNS大作戦」特設サイト

≪パンフレット≫≪全４話のアニメーション（総務省Youtubeチャンネルで公開中）≫

「鷹の爪団の#NoHeartNoSNS大作戦」特設サイト
https://www.soumu.go.jp/use_the_internet_wisely/special/noheartnosns/
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https://www.soumu.go.jp/use_the_internet_wisely/special/noheartnosns/


「鷹の爪団の#NoHeartNoSNS大作戦」の周知

○ 広告配信

・令和４年１月１日～３月10日の間、Twitter・YouTubeにて広告を配信

○ 総務省の周知広報

・総務省の公式Twitter（総務省・ICTツイート）、公式Facebookにて
継続的に周知

・総務省広報誌（令和４年２月号）に掲載 ※全国の都道府県・市区町村等に対して発行

・総務省内に設置された電子パネルにメインビジュアルを表示

○ 関係省庁・関係団体と連携した周知広報

・全国の総合通信局・総合通信事務所：
管内のe-ネットキャラバン主催者、講師及び受講者に周知、
管内会議・イベントにて資料やパンフレット配布、SNSでの投稿、
スポーツ試合での動画放映

・関係団体・事業者：
ホームページにリンク掲載、SNSでの投稿、会員向けに情報発信

○ 「鷹の爪団の#NoHeartNoSNS大作戦」のコンテンツについては、総務省の広報ツール活用、広告配信、
大型ビジョンでの動画放映、関係省庁・関係団体と連携したSNS投稿など、様々なチャネルを活用して周知
を実施。

○ 都内の大型ビジョンでの動画放映

・令和４年２月11日～17日の間、新宿南口エリアの大型ビジョンにて動画を放映
（今後も実施予定）

＜広告配信＞

＜総務省公式Twitterでの投稿＞

＜大型ビジョンでの動画放映＞
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＜スポーツ試合での動画放映
（カシマスタジアム）＞



○ 2021年３月15日、青少年から大人まで幅広い年齢層から人気の「僕のヒーローアカデミア」を素材とする啓
発動画「フィルタリングサービス『NEWヒーロー？』編」を作成・公表。

〇 これは、青少年フィルタリングサービスの普及促進とインターネット上の海賊版対策の一環として、出版業界
及び携帯通信事業者等と協力して行ったもの。

○ 総務省、関係府省庁、関係事業者・団体のホームページや全国の携帯ショップの店頭、青少年の啓発現場
等において活用している。スポーツ試合においても動画放映を実施。

青少年フィルタリング及び海賊版対策に係る啓発動画

≪フィルタリングサービス「NEWヒーロー？」編（抜粋）≫ ≪総務省YouTubeやSNS等による周知≫

総務省YouTubeチャンネル「フィルタリングサービス『NEWヒーロー？』編」
https://youtu.be/NBbbHdoRK1I
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≪スポーツ試合での動画放映（ケーズデンキスタジアム）≫

https://youtu.be/NBbbHdoRK1I


○ 総務省ホームページに、成年年齢引下げに関する注意喚起の文章を掲載。

○「インターネットトラブル事例集」2022年版について、成年年齢引下げに関する記載を2021年版より拡充。

○ 所管団体及びマルチメディア振興センターに対して協力を依頼。

２．電気通信事業者協会（ＴＣＡ）

○「春の一斉行動」に合わせて、成年年齢引下げに係る注意喚起を実施。

○ 会員社に周知への協力を依頼。一部事業者はホームページにて注意喚起を実施。

５．安心ネットづくり促進協議会（安心協）

○「春の一斉行動」及び「インターネットトラブル事例集2022年版」公開に合わせて、成年年齢引下げに係る注意喚起を実施。

６．マルチメディア振興センター（ＦＭＭＣ）

○ 2022年１月以降実施の高校２・３年生対象のe－ネットキャラバン講座において、成年年齢引下げに係る注意喚起を実施。

○ e－ネットキャラバンホームページにおいて、成年年齢引下げに係る注意喚起を実施。

１．総務省

成年年齢引下げに係る総務省及び所管団体等の対応（電気通信事業分野） 6

３．テレコムサービス協会

○ 会員社に周知への協力を依頼。一部事業者はホームページにて注意喚起を実施予定。

４．全国携帯電話販売代理店協会

○ 会員社に周知への協力を依頼。一部事業者はホームページにて注意喚起を実施予定。

○ 会員社に周知への協力を依頼。



フィルタリングサービス周知事例：イオンリテール労働組合広報誌（ワーカーズクリップ）① 7
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